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外来釣り餌動物チュウゴクスジエビ Palaemon sinensisの出現状況
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The alien freshwater shrimp Palaemon sinensis in Japan

Hidetoshi SAITO1, Naoki ONIMURA2, Kimihiro KOMETANI2, Norihiro SHIMIZU2, 
Kunpei KOBAYASHI2, Atsuya KODAMA1 and Koichiro KAWAI1

要旨：近年，日本の淡水域において釣り餌「シラサエビ」として輸入される外来種チュウゴクスジエビ Palaemon 
sinensisが，日本の淡水域で確認されている。その侵入経路を推測するために各地の釣り具店およびペットショッ
プ（通信販売）におけるエビ類の販売状況，およびチュウゴクスジエビの流通に伴い非意図的に混入する水生動物
を調査した。チュウゴクスジエビは，東京都，神奈川県，静岡県，愛知県，大阪府，広島県および福岡県の釣り具
店で「シラサエビ」として販売されていたテナガエビ類に含まれていた。非意図的に混入する水生動物として，魚
類のモツゴ，ヨコシマドンコ，クロヨシノボリ，ヌマチチブ，チョウセンブナ，甲殻類のエビノコバンおよび昆虫
類のミズムシが確認された。本研究により，チュウゴクスジエビが神奈川県，兵庫県，岡山県，島根県，福岡県お
よび佐賀県の流れの緩やかな河川主流路やワンドおよび水路から確認された。
キーワード：外来種，スジエビ，チュウゴクスジエビ，釣り餌，Palaemon paucidens，Palaemon sinensis

Abstract: The alien freshwater shrimp Palaemon sinensis was recently confirmed in freshwater areas of Japan. To clarify 
the potential introduction vector of P. sinensis, the occurrence of this shrimp was researched in fishing bait shops in Japan. 
The shrimp was sold in bait shops in Tokyo, Yokohama, Shizuoka, Nagoya, Osaka, Hiroshima and Fukuoka under the 
product name “Shirasa ebi”. Five fishes, Pseudorasbora parva, Micropercops swinhonis, Rhinogobius brunneus, 
Tridentiger brevispinis, and Macropodus ocellatus, one crustacea, Tachea chinensis, and one aquatic insect, 
Hesperocorixa cf. distanti were unintentionally contained in shrimp samples. P. sinensis was also confirmed in lentic 
water environments such as main streams and side pool of rivers and agricultural waterways located in Kanagawa, Hyogo, 
Okayama, Shimane, Fukuoka and Saga prefectures.
Ketwords: alien species, fishing bait, Palaemon paucidens, Palaemon sinensis

Ⅰ．緒　言
　スジエビ Palaemon paucidens De Haan, 1844をはじ
めとするテナガエビ科淡水エビ類は，「シラサエビ（モ
エビ）」の商品名で海釣りの釣り餌として利用される
水生動物であり，滋賀県琵琶湖や国内各地の淡水域で
採取されているほか，1969年以降韓国や中国から輸
入されている（津田，1993；斉藤ほか，2011）。日本
において，生きた釣り餌は多毛類を中心に 2000年代
には年間約 1,000トン輸入されており，そのうちテナ
ガエビ類はおもに中国の浙江省や江蘇省から約 63ト

ン供給されている（林，2001；丹羽，2010；斉藤ほか，
2011；Saito et al., 2014）。
　Palaemon sinensis （Sollaud, 1911） （旧学名 Palaemonetes 
sinensis）はスジエビに酷似した淡水エビ類であり，
日本からは 2005年に静岡県浜松市のため池において
初めて発見された（大貫ほか，2010； Ashebly et al., 
2012；De Grave and Ashelby, 2013）。本種は，中国や
シベリアに分布する国外外来種である（Liu et al., 
1990;  Cai and Dai, 1999; Cai and Ng, 2002）．本種には， 
かつては諸喜田 （1979） によりカラテナガエビの和名
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が与えられていたが， テナガエビ属Macrobrachiumと
誤認識する可能性があることから， 今井・大貫（2017） 
によって和名がチュウゴクスジエビと改称された。近
年， チュウゴクスジエビは， 宮城県， 東京都， 神奈川県，
広島県，香川県，愛媛県および大分県の止水域から相
次いで生息が確認されており，釣り具店で販売された
本種が人為的に野外に放たれたものと推測されている 
（Imai and Oonuki, 2014; Saito et al., 2016; 吉郷・吉郷， 
2016；杉並区環境部環境課， 2016；長谷川ほか，
2016；横浜市環境科学研究所，2016；七里ほか， 
2017；大貫ほか， 2017；今井・大貫， 2017；Saito, 
2017）。Saito（2017）は，広島県東広島市の釣り具店
において商品名「シラサエビ」として販売されている
テナガエビ類の種組成を調査し，チュウゴクスジエビ
は 11～ 5月， スジエビは 5～ 12月に流通しており，
チュウゴクスジエビの出現時期は中国からの輸入時期
と一致していることを明らかにした。本種とスジエビ
は，頭胸甲の模様や大顎に付属する触髭の有無によっ
て区別可能であるものの，釣り餌卸業者や釣り具店員
は両種の相違を認識せずに流通させている（Imai and 
Oonuki, 2014; Saito, 2017）。
　近年，水産資源保護法施行規則が改正され，2016
年 7月 27日からテナガエビ類は輸入防疫の対象とな
り，釣り餌卸業者は検疫の際にほとんどの「シラサエ
ビ」 が死亡する可能性を懸念した （丹羽， 2017）。この
ため対費用効果を考慮すると「シラサエビ」の輸入量
は，大幅に減少すると考えられるものの （今井・大貫，
2017），新輸入制度施行前のチュウゴクスジエビの流
通状況に関する知見は，本種の野外への侵入状況を把
握するために重要な情報になる。また，釣り餌として
販売されている輸入「シラサエビ」には水生動物が非
意図的に混入しており，釣り餌用生きエビ類の流通が
他の水生動物の野外への侵入経路となっていることが
報告されている（平嶋，2006；荒尾ほか，2010；吉郷，
2011）。しかし，今後増加すると予想される国内産「シ
ラサエビ」に非意図的に混入する水生動物については，
これまで言及されていない。
　本研究では，新輸入制度施行前において国内各地の
釣り具店で商品名「シラサエビ」として販売されてい
たエビ類の種組成，およびこれに混入する水生動物を
明らかにしたので報告する。また，これまで著者らは
広島県の河川やため池におけるチュウゴクスジエビの
生息状況を報告してきたが（Saito et al., 2016; Saito, 
2017），本論文では本種の出現記録のない地域におけ
る調査結果についても報告する。

Ⅱ．材料と方法
１．「シラサエビ」に含まれるエビ類の種組成
　商品名「シラサエビ」に含まれるエビ類の種組成を，
輸入制度施行前の 2014～2015年に東京都，神奈川県，
愛知県，大阪府，徳島県，香川県，広島県，福岡県，
熊本県および鹿児島県の釣り具店および群馬県のペッ
トショップ（通信販売）において各県につき 1店舗調
査した。調査方法は，「シラサエビ」を約 50ｇ入手し，
その中に含まれるエビ類の種組成を明らかにした。標
本は，10％中性ホルマリンによって固定した後，実
験室内において実体顕微鏡（SMZ745T, Nikon）下で
エビ類は林 （2007）， 豊田・関 （2014）， Imai and Onuki
（2014）の文献を参考にして同定した。チュウゴクス
ジエビとスジエビは，頭胸甲側面の模様の違いにより
区別した（図 1）。

図1
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図 1　 チュウゴクスジエビ（a）およびスジエビ（b）の体
側面

２．「シラサエビ」に混入する水生動物の種組成
　商品名「シラサエビ」に混入する水生動物の種組成
を，輸入制度施行前の 2014～ 2015年に広島県東広
島市の釣り具店 1店舗において調査した。調査方法
は，「シラサエビ」を約 50g月に 1度入手し，その中
に混入する水生動物の種組成を明らかにした。なお，
「シラサエビ」の流通経路について釣り具店員に聞き
取り調査をおこない，輸入あるいは国内産の区分をお
こなった。標本は，10％中性ホルマリンによって固
定した後，実験室内において実体顕微鏡（SMZ745T, 
Nikon）下で魚類は中坊（2013ab），水生昆虫類は川合・
谷田（2005）およびその他の水生動物は上野（1980）
の文献を参考にして同定した。
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３．チュウゴクスジエビの生息状況
　2015～ 2017年にこれまでチュウゴクスジエビの出
現記録のない北海道，千葉県，岐阜県，愛知県，石川
県，滋賀県，大阪府，兵庫県，岡山県，島根県，福岡
県および佐賀県の河川や水路において野外調査をおこ
なった。あらかじめGoogleマップ （https://www.google.
co.jp/maps/）を利用して，本種の出現が予想される止
水環境の河川主流路，ワンドおよび水路を調査場所と
して選定した。なお，本論文におけるワンドの用語は，
氾濫原にある池状の水域で，水位により河川との接続
状況が変化するものを指す（川那部ほか，2013）。エ
ビ類は D型フレームネットを用いて採取し，10％中
性ホルマリンによって固定した後，釣り具店で販売さ
れているエビ類の同定と同様の方法で種同定を行った。

Ⅲ．結果と考察
１．「シラサエビ」に含まれるエビ類の種組成
　今回の調査により，テナガエビ科のチュウゴクスジ
エビ，スジエビ，テナガエビおよびヌマエビ科のカワ
リヌマエビ属エビ類が含まれていることが明らかに
なった （表 1）。チュウゴクスジエビは，東京都，神奈
川県，静岡県，福岡県の釣り具店および群馬県のペッ
トショップにおいて高い割合を示した（85.7～
100％）。また，愛知県，大阪府および広島県におい
ては本種 （44.4～ 55.8％） だけでなくスジエビ （36.8～
48.9％）も含まれていた。一方，徳島県，香川県，熊
本県および鹿児島県ではチュウゴクスジエビの流通は
確認できなかった．今回の調査では少なくとも本種は
福岡県から東京都までの本州太平洋側の都市で 2016
年 7月の新輸入制度施行以前に流通していたことが
明らかになった。チュウゴクスジエビは通信販売にお

いてスジエビとして販売されていた事例が確認されて
いることから（長谷川ほか，2016），海釣りの生き餌
として「シラサエビ」が流通していない地域において
もペット業者を通して本種は入手可能であると考えら
れる。
　新輸入制度施行以降， 対費用効果を考慮すると防疫
の対象となった輸入 「シラサエビ」 供給量は大幅に減少
すると考えられていることから （今井・大貫， 2017；
Saito, 2018），「シラサエビ」供給は中国産から国内産
へ置き換えが進むと予想されるが，日本各地で定着し
たチュウゴクスジエビが採取され，「シラサエビ」と
して流通する可能性もある。とくに新輸入制度施行以
前に本種が販売されていた地域では，今後も本種の釣
り餌としての流通について監視していく必要がある。

２．「シラサエビ」に混入する水生動物の種組成
　これまで輸入「シラサエビ」には，カラドジョウや
ヨコシマドンコなど魚類 11種の混入が報告されてい
た（平嶋，2006；吉郷，2011）。今回の調査において，
輸入「シラサエビ」に魚類のモツゴ，ヨコシマドンコ，
チョウセンブナおよび昆虫類のミズムシが混入してい
た（表 2）。ヨコシマドンコは中国・朝鮮半島原産の
雑食性魚類で，愛知県の河川で定着しており，中国や
韓国から持ち込まれた淡水魚種苗や釣り餌に混入した
本種が遺棄されたか逸出したものであると推測されて
いる（松沢・瀬能，2008；荒尾ほか，2010）。さらに
モツゴは輸入「シラサエビ」に混入するだけでなく，
生きた釣り餌の「モロコ」として中国から輸入されて
いる（斉藤ほか，2011）。近年，遺伝的にも異なる中
国大陸産モツゴが国内へ侵入していることが指摘され
ているが（松沢・瀬能，2008；日本魚類学会自然保

調査場所 調査日 Palaemon sinensis
チュウゴクスジエビ

Palaemon paucidens
スジエビ

Macrobrachium 
nipponense
テナガエビ

Neocaridina spp.
カワリヌマエビ属

複数種
群馬県邑楽郡（通信販売） 2014 12 05 100
東京都品川区 2015 01 30 85.7 14.3
神奈川県横浜市 2014 06 26 100
静岡県静岡市 2015 01 30 92.4 7.6
愛知県名古屋市 2015 01 29 47.7 46.2 6.1
大阪府大阪市 2015 01 29 55.8 36.8 1.1 6.3
徳島県徳島市 2015 05 17 100
香川県高松市 2014 11 12 100
広島県広島市 2014 11 01 44.4 48.9 6.7
福岡県福岡市 2015 05 20 100
熊本県熊本市 2015 05 22 100
鹿児島県鹿児島市 2015 05 21 100

表 1　「シラサエビ」として販売されるエビ類の種組成
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護委員会，2013），本種も釣り餌輸入が侵入経路となっ
ていることが考えられる。
　本研究により，これまで国内産「シラサエビ」に混
入する水生動物として報告例はなかったクロヨシノボ
リおよびヌマチチブが岡山県産「シラサエビ」に，エ
ビノコバンが滋賀県琵琶湖産「シラサエビ」に混入し
ていたことが明らかとなった。エビノコバンは淡水産
の寄生性等脚類で，スジエビなどの淡水エビ類の体表
に寄生することが知られている（川井・中田，
2011）。また，ヌマチチブは中国，朝鮮半島および日
本に生息する両側回遊魚であるが，容易に陸封される
ため，奥多摩湖，芦ノ湖，富士五湖および琵琶湖など
に分布域を拡大している（松沢・瀬能，2008）。上述
したように新輸入制度施行後は輸入「シラサエビ」の
供給量の減少に伴い非意図的に混入する水生動物が新
たに定着する可能性は低くなると考えられるが，今後
は国内産「シラサエビ」に混入する水生動物の国内移
動についても留意しておく必要がある。

３．チュウゴクスジエビの生息状況　
　今回の調査において，チュウゴクスジエビは北海道，
千葉県，岐阜県，愛知県，石川県，滋賀県および大阪
府の調査では確認されなかったものの，関東地方の神
奈川県多摩川のワンドにおいて 13個体，関西地方の
兵庫県蟠洞川の河川主流路および夢前川のワンドにお
いて 4～ 11個体，中国地方の岡山県の笹ヶ瀬川水系
の水路，島根県の斐伊川水系の水路および斐伊川のワ
ンドにおいて 2～ 25個体，九州地方の佐賀県田布施
川の河川主流路やワンドおよび福岡県多々良川の河川

主流路で 5～ 15個体採集された。これらの結果は，
各水域における本種の初記録となった（表 3）。本種
に関する過去の報告例をみると，本種は静岡県のため
池において 2005年に発見され，その後宮城県の水路
（長谷川ほか，2016），東京都福善寺川の河川主流路（杉
並区環境部環境科，2016），神奈川県鶴見川の河川主
流路やため池（横浜市環境科学研究所，2016；七里
ほか，2017），広島県三篠川，太田川，瀬野川，賀茂川，
沼田川の河川主流路やワンド（吉郷・吉郷，2016 ; 
Saito et al., 2016），広島県東広島市のため池（Saito, 
2017），香川県のため池 (Imai and Oonuki, 2014)，愛
媛県芳原川の河川主流路（今井・大貫，2017）およ
び大分県の水路（大貫ほか，2017）において相次い
で生息が報告されている。直達発生型の生活史特性を
持つチュウゴクスジエビは，孵化した幼生が卵黄物質
を多く保有することから飢餓耐性が強く，餌料に乏し
い閉鎖的な水域での繁殖に有利とされており，水路の
ような閉鎖的で外敵生物や在来エビ類の乏しい人工的
な環境に定着しやすいと考えられている（大貫ほか，
2010；大貫ほか， 2017）。一方， 全国に分布を拡大して
いるチュウゴクスジエビがスジエビに及ぼす競合や交
雑による遺伝的攪乱の影響も懸念されており （長谷川
ら，2016），今後も研究を進めていく必要がある。
　広島県の複数河川における調査によると，スジエビ
は流速 0～18cm/Sおよび塩分 0～1.5pptの広範囲な生
息環境に出現するが，チュウゴクスジエビは流速 0～
2cm/Sおよび塩分 0pptの流れの緩やかな淡水域に出
現すると報告されている（Saito et al., 2016）。本種の
生息が確認された河川地形は，ワンドや水路に代表さ

表 2　「シラサエビ」に混入する水生動物の種組成

学　　　　名 和　　名
文　献

備　考平嶋
（2006）

吉郷
（2011） 本研究

Pseudorasbora parva (Temminck and Schlegel, 1846) モツゴ ○ 輸入
Rhodeus cf. sinensis Gunther, 1868 カラバラタナゴ ○ 輸入
Misgurnus dabryanus (Sauvage, 1878) カラドジョウ ○ 輸入
Misgurnus mohoity (Dybowski, 1869) ドジョウ属の 1種 ○ 輸入
Cobitis cf. melanoleuca (Dybowski, 1869) シマドジョウ属の 1種 ○ 輸入
Lefua costata (Kessler, 1876) ヒメドジョウ ○ 輸入
Pungitius sinensis (Guichenot, 1869) トミヨ ○ ○ 輸入
Micropercops swinhonis (Gunther, 1873) ヨコシマドンコ ○ ○ ○ 輸入
Rhinogobius brunneus (Temminck and Schlegel, 1845) クロヨシノボリ ○ 国内産（岡山県）
Tridentiger brevispinis Katsuyama, Arai and Nakamura, 1972 ヌマチチブ ○ 国内産（岡山県）
Rhinogobius sp. 1 ヨシノボリ属の 1種その 1 ○ 輸入
Rhinogobius sp. 2 ヨシノボリ属の 1種その 2 ○ 輸入
Macropodus ocellatus Cantor, 1842 チョウセンブナ ○ ○ 輸入
Tachea chinensis Thielemann, 1910 エビノコバン ○ 国内産（滋賀県）
Hesperocorixa cf. distanti (Kirkaldy, 1899) ミズムシ ○ 輸入
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れる緩やかな水域であることが，本研究においても確
認された（図 2）。とくに 3面コンクリート貼りの水
路はエビ類の生息場所としては単純な構造であり，岡
山県における調査ではスジエビはコンクリート壁面に
定位することが多かったが，チュウゴクスジエビはオ
オカナダモなどの沈水植物が繁茂する場所で発見され
ていた（図 2d）。これらは両種の流速に対する嗜好性，
すなわちチュウゴクスジエビは沈水植物の存在によっ
て流速が軽減された環境を好むことを反映していると
推察される。
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　本種の和名改称について有益な情報を頂いた今井正
博士に心からお礼申し上げる。また，エビ類の流通情
報および標本の入手にご協力いただいた釣り具店の皆
様に感謝する。なお，本研究は科研費（15K06932）
の助成を受けた。
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属複数種

2015 09 03 石狩川水系創成川（北海道札幌市北区） 河川主流路 1

2015 09 03 石狩川水系篠路新川（北海道札幌市東区）河川主流路 2

2015 09 03 石狩川水系篠路川（北海道札幌市北区） 河川主流路 7

2017 04 20 利根川水系江戸川（埼玉県松戸市） 河川主流路 1 4

2017 04 20 利根川水系江戸川（埼玉県松戸市） ワンド 10

2016 05 13 多摩川（神奈川県川崎市中原区） 河川主流路 23

2016 11 25 多摩川（神奈川県川崎市多摩区） ワンド 21

2017 02 27 多摩川（神奈川県川崎市中原区） ワンド 13 10

2016 05 11 木曽川水系（岐阜県海津市） 水路 3

2016 05 11 木曽川水系長良川（岐阜県海津市） ワンド 8 11 6

2016 05 11 木曽川（愛知県愛西市） ワンド

2016 11 24 庄内川（愛知県名古屋市守山区） ワンド 1

2016 11 24 庄内川水系新地蔵川（愛知県春日井市） ワンド 11

2016 11 24 日光川水系戸田川（愛知県名古屋市中川区）河川主流路 8

2017 07 20 大野川水系（石川県金沢市） 水路 10

2017 07 20 大野川水系柳瀬川（石川県金沢市） 河川主流路 9 3

2017 06 29 淀川水系（滋賀県長浜市） 水路 35 1

2017 06 29 淀川水系余呉川（滋賀県長浜市） 河川主流路 5 3

2015 06 07 淀川（大阪府守口市） ワンド 4 9

2015 06 07 淀川（大阪府大阪市旭区） ワンド 2

2016 02 05 淀川水系安威川（大阪府茨木市） ワンド

2016 05 10 大和川（大阪府藤井寺市） ワンド

2017 01 24 大津川（大阪府泉北郡） ワンド 8 11 2

2017 07 18 揖保川水系（兵庫県たつの市） 水路 3

2017 07 18 揖保川水系蟠洞川（兵庫県姫路市） 河川主流路 11 10

2017 07 18 大津茂川水系（兵庫県姫路市） 水路 14

2017 07 18 夢前川（兵庫県姫路市） ワンド 4 4

2017 03 09 里見川水系（岡山県倉敷市） 水路 34

2017 03 09 砂川水系（岡山県倉敷市） 水路 7

2017 03 09 倉敷川水系（岡山県岡山市南区） 水路 10 2 3

2017 03 09 笹ヶ瀬川水系（岡山県岡山市南区） 水路 25 5

2017 04 13 斐伊川水系（島根県松江市） 水路 2

2017 04 13 斐伊川水系北田川（島根県松江市） 河川主流路 2

2017 04 13 斐伊川（島根県出雲市） ワンド 6 11 14

2015 08 03 瑞梅寺川（福岡県糸島市） 河川主流路 8

2015 08 03 瑞梅寺川水系（福岡県福岡市西区） 水路 2

2015 08 03 室見川（福岡県福岡市西区） ワンド 9

2016 08 03 多々良川水系久原川（福岡県福岡市東区）河川主流路 4

2016 08 03 多々良川（福岡県糟屋郡） 河川主流路 15 18

2015 07 02 筑後川水系湯の尻川（福岡県久留米市） 河川主流路 21

2015 07 02 筑後川水系（福岡県大川市） 水路 7

2015 07 02 嘉瀬川（佐賀県佐賀市） 河川主流路 12

2015 08 02 嘉瀬川水系田布施川（佐賀県佐賀市） 河川主流路 5 13

2015 08 02 嘉瀬川水系（佐賀県佐賀市） 水路 7 2 3

表 3　淡水エビ類の生息状況
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図 2　チュウゴクスジエビの生息場所
a:嘉瀬川水系田布施川河川主流部（佐賀県佐賀市），b：多々良川河川主流部（福岡県糟屋郡），c：斐伊川ワンド（島根県出雲市），d：笹ヶ瀬
川水系水路 (岡山県岡山市），e：夢前川ワンド（兵庫県姫路市），f：多摩川ワンド（神奈川県川崎市）
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